
 ② 歳出 

  各款別歳出決算の状況は、次のとおりである。 

 

第１款 議会費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ
Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 6.5

42,789,491

49,648,829946,730,171

1,012,055,509

△ 5.5

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

0

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

0

0

0

49,648,829

42,789,491

6,859,338

16.0

95.923

対前
年度
比

金
額

率

△ 65,325,338

996,379,000

1,054,845,000

△ 58,466,000

年度

24 95.0

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

(単位：円、％）

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

 

 支出済額は９億４，６７３万円で、前年度に比べ６，５３３万円（△６．５％）減少して

いる。 

 

 



第２款 総務費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

16.6

1,686,130,086

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

39,414,675,000

32,806,692,732

6,607,982,268

20.1

36,288,964,020

31,120,562,646

5,168,401,374

著増

翌年度繰越額 Ｃ

0

95,985,000

△ 95,985,000

皆減

繰越明許費

2,222,440,002

827,934,000

1,394,506,002

903,270,978

762,211,086

141,059,892

18.5

94.923

対前
年度
比

金
額

率

継続費
逓次繰越

年度

24 92.1

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

3,125,710,980

0

0

0

0

 

 支出済額は３６２億８，８９６万円で、前年度に比べ５１億６，８４０万円（１６．６％）

増加している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   市町振興費    ２３億２，９１３万円  企画費    １４億４，７１６万円 

 （減少した科目・金額） 

   防災費       ４億５，９８３万円 

   

 繰越明許費２２億２，２４４万円の主なものは防災費２０億４，１５２万円で、放射線防

護対策事業に伴う補助金等の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、総務管理費４億４，５７４万円、企画費２億４，７６０万円である。 

 



第３款 民生費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 97.5

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

1,054,255,632

23

対前
年度
比

金
額

率

588,349,632

893,320,784

△ 304,971,152

△ 34.1

96.0

△ 40.8

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

465,906,000

786,453,062

△ 320,547,062

△ 1.4

40,654,228,430

40,607,660,745

46,567,685対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

41,708,484,062

42,287,434,591

△ 578,950,529

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

0.1

1,679,773,846

 

 支出済額は４０６億５，４２３万円で、前年度に比べ４，６５７万円（０．１％）増加し

ている。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   社会福祉費  １９億５，６８４万円   

 （減少した科目・金額） 

   児童福祉費  １８億７，５７５万円   

 

 繰越明許費４億６，５９１万円の主なものは、児童福祉費２億３，１２６万円および社会

福祉費２億３，０２０万円で、主に施設整備に伴う補助金等の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、児童福祉費３億３，９９２万円および社会福祉費２億３２１万円で

ある。 

 

 



第４款 衛生費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 24.5

1,806,632,923

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

23,639,606,000

30,367,253,182

△ 6,727,647,182

△ 22.2

21,571,820,931

28,560,620,259

△ 6,988,799,328

著増

翌年度繰越額 Ｃ

532,131,000

0

532,131,000

皆増

繰越明許費

93,657,000

2,134,000

91,523,000

1,221,073,069

483,852,923

737,220,146

著増

94.123

対前
年度
比

金
額

率

継続費
逓次繰越

年度

24 91.3

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

2,067,785,069

△ 1,099,722,000

△ 83.3

220,924,000

1,320,646,000

 

 支出済額は２１５億７，１８２万円で、前年度に比べ６９億８，８８０万円（△２４．５％）

減少している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   保健所費       ７０６万円   

 （減少した科目・金額） 

   医薬費     ４８億７７０万円   環境衛生費   １６億３，０５１万円 

 

 継続費逓次繰越２億２，０９２万円は医薬費で、陽子線がん治療施設整備事業に伴う工事

費の繰越であり、繰越明許費９，３６６万円は医薬費および環境衛生費で、主に災害医療対

策事業に伴う補助金の繰越である。 

事故繰越５億３，２１３万円は医薬費で医療施設耐震化整備基金積立金である。 

 

  

 不用額の主なものは、環境衛生費６億７，３３０万円および医薬費３億５，９５０万円で

ある。 

 

 



第５款 労働費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 24.3

760,711,772

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

5,506,158,000

7,666,139,000

△ 2,159,981,000

△ 28.2

5,224,192,025

6,905,427,228

△ 1,681,235,203

0

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

0

0

0

281,965,975

760,711,772

△ 478,745,797

△ 62.9

90.123

対前
年度
比

金
額

率

継続費
逓次繰越

年度

24 94.9

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

281,965,975

0

0

0

0

 

 支出済額は５２億２，４１９万円で、前年度に比べ１６億８，１２４万円（△２４．３％）

減少している。 

 減少の主なものは、労政費１６億９，５５６万円である。 

 

 不用額の主なものは、労政費２億３，６６１万円である。 

 

 



第６款 農林水産費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 75.8

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

11,073,288,652

23

対前
年度
比

金
額

率

214,449,652

271,128,757

△ 56,679,105

△ 20.9

84.3

66.3

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

10,858,839,000

6,530,740,500

4,328,098,500

5.2

34,592,673,848

36,602,718,957

△ 2,010,045,109対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

45,665,962,500

43,404,588,214

2,261,374,286

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 5.5

6,801,869,257

 

 支出済額は３４５億９，２６７万円で、前年度に比べ２０億１，００５万円（△５．５％）

減少している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   農地費      １０億８，１２８万円  

 （減少した科目・金額） 

   林業費      ２４億５１万円      水産業費   ４億１，６２７万円 

 

 繰越明許費１０８億５，８８４万円の主なものは、農地費５７億３，９７９万円、林業費   

４４億６，３７２万円および水産業費６億１，５６３万円で、主に土地改良事業、治山事業

に伴う工事費および造林事業に伴う補助金等の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、農業費１億１８５万円、林業費４，５６０万円および水産業費４，

２３３万円である。 

 

 



第７款 商工費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 84.2

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

△ 14,941,934,495

43,962,208,000

61,469,290,000

△ 17,507,082,000

23

対前
年度
比

金
額

率

6,965,353,174

9,532,049,679

△ 2,566,696,505

△ 26.9

84.5

著増

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

1,832,000

283,000

1,549,000

△ 28.5

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 28.8

9,532,332,679

6,967,185,17436,995,022,826

51,936,957,321

 

 支出済額は３６９億９，５０２万円で、前年度に比べ１４９億４，１９３万円（△２８．

８％）減少している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   工鉱業費    ３億８，１５７万円 

 （減少した科目・金額） 

   商業費   １５２億７，８６１万円    観光費   ４，５１３万円 

 

 繰越明許費１８３万円は、工鉱業費で、工業用水道建設事業に伴う補助金の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、商業費６８億４，７７２万円である。 

 

 



第８款 土木費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

1,442,000,000

著増

2,490,000,000

1,048,000,000

継続費
逓次繰越

年度

24 67.5

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

△ 5,406,386,834

82,548,491,000

71,121,424,000

11,427,067,000

23

対前
年度
比

金
額

率

661,660,058

259,089,224

402,570,834

著増

85.9

著増

翌年度繰越額 Ｃ

0

590,250,000

△ 590,250,000

皆減

繰越明許費

23,692,768,000

8,113,635,000

15,579,133,000

16.1

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 8.8

10,010,974,224

26,844,428,05855,704,062,942

61,110,449,776

 

 支出済額は５５７億４０６万円で、前年度に比べ５４億６３９万円（△８．８％）減少し

ている。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

港湾費       ５億９，７６３万円  住宅費      ７，１０８万円   

 （減少した科目・金額） 

道路橋りょう費  ３６億７，１８５万円  河川海岸費 １４億５，５０７万円 

     

 継続費逓次繰越２４億９，０００万円は、道路橋りょう費１７億４，２００万円、河川海

岸費５億８００万円、都市計画費２億４，０００万円で、主に道路新設改良や河川改良など

に伴う工事費の繰越であり、繰越明許費２３６億９，２７７万円の主なものは、道路橋りょ

う費１４２億２，４９４万円、河川海岸費７１億５６万円および都市計画費１５億３，６７

４万円であり、道路新設改良や道路維持などに伴う工事費等の繰越である。 

  

 不用額の主なものは、道路橋りょう費５億１，７６１万円、土木管理費７，３７１万円、

河川海岸費３，９８３万円である。 

 

 



第９款 警察費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 97.5

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

△ 116,373,924

23,518,474,500

23,226,660,736

291,813,764

23

対前
年度
比

金
額

率

192,923,118

166,135,930

26,787,188

16.1

99.3

皆増

翌年度繰越額 Ｃ

0

3,370,500

△ 3,370,500

皆減

繰越明許費

384,771,000

0

384,771,000

1.3

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 0.5

169,506,430

577,694,11822,940,780,382

23,057,154,306

 

 支出済額は２２９億４，０７８万円で、前年度に比べ１億１，６３７万円（△０．５％）

減少している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

警察活動費       １億７，４０６万円 

 （減少した科目・金額） 

警察管理費       ２億９，０４４万円 

  

 繰越明許費３億８，４７７万円は、警察管理費および警察活動費で、主に交通安全施設等

整備事業に伴う工事費の繰越である。 

 

 不用額は、警察管理費１億６，９２０万円および警察活動費２，３７２万円である。 

 

 



第１０款 教育費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 98.7

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

1,157,715,890

23

対前
年度
比

金
額

率

1,047,629,771

508,288,650

539,341,121

著増

99.3

△ 18.9

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

110,086,119

135,682,000

△ 25,595,881

0.4

90,995,151,110

91,167,353,350

△ 172,202,240対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

92,152,867,000

91,811,324,000

341,543,000

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 0.2

643,970,650

 

 支出済額は９０９億９，５１５万円で、前年度に比べ１億７，２２０万円（△０．２％）

減少している。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

   特別支援学校費 １５億４，７２３万円  保健体育費   ２億３，７７０万円 

 （減少した科目・金額） 

高等学校費   １１億１，５６８万円  小中学校費   ６億６，４７９万円 

 

 繰越明許費１億１，００９万円の主なものは、社会教育費６，４１０万円および特別支援

学校費２，２２８万円、高等学校費１，４８１万円で、主に美術館空調設備改修事業に伴う

工事費等の繰越や、学校建設に伴う工事費等の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、教育総務費５億７，１６４万円、小中学校費１億４，２５０万円お

よび高等学校費１億４，０９４万円である。 

 

 



第１１款 災害復旧費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ
Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

47.5

1,351,883,670

1,703,726,6842,529,153,175

1,714,809,330

38.0

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

67.1

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

1,417,799,921

848,466,859

569,333,062

285,926,763

503,416,811

△ 217,490,048

△ 43.2

55.923

対前
年度
比

金
額

率

814,343,845

4,232,879,859

3,066,693,000

1,166,186,859

年度

24 59.8

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

(単位：円、％）

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

 

 支出済額は２５億２，９１５万円で、前年度に比べ８億１，４３４万円（４７．５％）増

加している。 

 増加の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

土木施設災害復旧費    ４億５，９５１万円  

農林水産施設災害復旧費  ３億  ４９０万円 

    

 繰越明許費１４億１，７８０万円は土木施設災害復旧費１０億４，３２６万円および農林

水産施設災害復旧費３億７，４５４万円で、主に河川等災害復旧に伴う工事費の繰越である。 

 

 不用額の主なものは、土木施設災害復旧費２億７，３５８万円である。 

 

 



第１２款 公債費 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

執行率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

△ 7.5

439,505,800

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

88,352,598,000

95,677,656,000

△ 7,325,058,000

△ 7.7

88,107,146,066

95,238,150,200

△ 7,131,004,134

0

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

0

0

0

245,451,934

439,505,800

△ 194,053,866

△ 44.2

99.523

対前
年度
比

金
額

率

継続費
逓次繰越

年度

24 99.7

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

245,451,934

0

0

0

0

 

 支出済額は８８１億７１５万円で、前年度に比べ７１億３，１００万円（△７．５％）減

少している。 

 



第１３款 諸支出金 

予算現額と
支出済額と
の 比 較

Ａ－Ｂ

(単位：円、％）

0

0

0

0

継続費
逓次繰越

年度

24 99.9

Ｂ／Ａ

不用額

Ａ－Ｂ－Ｃ事故繰越

執行率

32,206,917

20,387,212,000

20,368,720,000

18,492,000

23

対前
年度
比

金
額

率

15,163,657

28,878,574

△ 13,714,917

△ 47.5

99.9

0

翌年度繰越額 Ｃ

0

0

0

0

繰越明許費

0

0

0

0.1

対前
年度
比

年度

24

23

金
額

率

Ａ

予算現額

Ｂ

支出済額 翌年度繰越額 Ｃ

0.2

28,878,574

15,163,65720,372,048,343

20,339,841,426

 

 支出済額は２０３億７，２０５万円で、前年度に比べ３，２２１万円（０．２％）増加し

ている。 

 増減の主なものは、次のとおりである。 

 （増加した科目・金額） 

 自動車取得税交付金   ２億  ５１９万円 

 （減少した科目・金額） 

利子割交付金    １億４，１３３万円  地方消費税清算金  ３，１３７万円 

 

 不用額の主なものは、ゴルフ場利用税交付金１，２２８万円および自動車取得税交付金２

８６万円である。 

 

 


